
 

別紙様式第５－１号 
   

編  修  趣  意  書 

（教育基本法との対照表） 
 

※受理番号 学 校 教 科 種 目 学 年 

106-69 高等学校 理科 生物基礎  

※発行者の
番号・略称 

※教科書の 
記号・番号 

※教 科 書 名 

2・東書 生基 002-902 改訂 新編生物基礎 

 

１．編修の基本方針 

本教科書は、中学校の学習内容を基礎として、生徒が日常生活や社会との関連を図りながら、生

物や生物現象への関心を高め、理科の見方・考え方をはたらかせ見通しをもって観察、実験を行うこ

となどを通して、科学的に探究するために必要な資質・能力を養うことを目指して編修しました。その

ため、学習に有効な写真、資料を豊富に掲載し、生徒の興味・関心を高めるとともに、科学的な思考

力、表現力の育成を図る観点から、自らの課題意識に基づいて主体的に学習ができるように配慮しま

した。また、この学習の過程を通じ、基礎的・基本的な知識・技能を確実に習得し、習得した知識・技

能を日常生活や科学的な思考力の基礎として活用する能力が身に付けられるように意を用いました。 

本教科書は、近年の高校生の学力の傾向や学習指導の実態を考慮しつつ、教育基本法に示

された教育の目標を達成するために、下記の基本方針に基づいて編修しました。 

（１） 学習した項目を互いに結び付け、生物学の全体像が見通せるように配慮し、理科の見方

・考え方を養い、科学に対する興味、関心を高め、生徒自らが課題意識と見通しをもっ

て問題解決的に学習が進められるように内容を配列する。  

（２） 主体的・対話的で探究的な学習活動を通して、生徒自らが科学的な概念を習得し、知識

を体系化できるように配慮する。  

（３） 多種多様な生物や生物現象について、問題を把握し、見通しをもって観察、実験を行う

ことで、生物学的に探究する能力と態度を養うとともに、主体的・協働的に行動する、

持続可能な社会づくりの担い手を育むようにする。 

（４）生徒の思考や興味・関心が、記述されている学習内容の理解にとどまらずに、学習内容

と日常生活や社会とのかかわりを実感できるようにする。 



 

（５）中学校との接続を意識して、生徒が読みやすく、理解しやすい簡潔な本文記述にする。

また、資料性の高い豊富な写真やイラストを多用し、生徒が楽しく無理なく基礎学力が

身に付くようにする。 

（６）大学との接続や国際的な通用性を重視し、現代生物学の基盤となる知識を体系化できるよう

に配慮する。 

 

2．対照表 

 

図書の構成・内容 特に意を用いた点や特色 該当箇所 

１編 
生物の特徴 
■1章 生物の多様性

と共通性 

■2章 生物とエネル 

ギー 

・具体的な観察・実験を通して、自然の事物・現象や科学技術

に対する興味・関心や探究心を高め、科学的に探究する能力

と態度を育成するようにしました（第１号）。 

［1章］19、21ページ 

［2章］33ページ 

・目的意識や見通しをもって学習活動が行えるよう、『Let’s 

start!』『学習の問い』『やってみよう』などを設け、問題

解決的な学習展開を工夫しました（第２号）。 

・生物学と日常生活や社会、職業との関連を、読み物資料など

で豊富に紹介しました（第２号）。 

［1章］14、15、18、

22、23、25ページ 

［2章］28、30、32、

34、36ページ 

[編末]42ページ 

・協働的な問題解決活動を通して、科学的なものの見方や考え

方を育み、主体的に社会の形成に参画し、その発展に寄与す

る態度を養うように配慮しました（第３号）。 

・考察場面や発表、話し合い場面など、他者と協働で問題解決

に取り組み、自己の考えを、科学的実証性をもって主張しな

がら、他者の意見を尊重する態度の育成を図りました（第３

号）。 

［1章］16ページ 

［2章］33ページ 

 

・身近な自然とかかわる観察実験や、読み物資料を充実するな

どして、学習活動を通して、生命を愛護し、自然環境を保全

しようとする態度の育成を図るようにしました（第４号）。 

［編扉］12、13ページ 

［1章］14、20 

［2章］28、31ページ 

・日本ならびに世界の生物などの写真に加え、科学史などを多

数掲載し、科学技術が国際社会の平和と発展に貢献している

ことを紹介しました（第５号）。 

［1章］22ページ 

［2章30ページ 

２編 
遺伝子とその

はたらき 
■1章 遺伝情報と

DNA 

■2章 遺伝情報とタン

パク質の合成 

・具体的な観察・実験を通して、自然の事物・現象や科学技術

に対する興味・関心や探究心を高め、科学的に探究する能力

と態度を育成するようにしました（第１号）。 

［1章］51、57ページ 

［2章］65、71ページ 

・目的意識や見通しをもって学習活動が行えるよう、『Let’s 

start!』『学習の問い』『やってみよう』などを設け、問題

解決的な学習展開を工夫しました（第２号）。 

・生物学と日常生活や社会、職業との関連を、読み物資料など

で豊富に紹介しました（第２号）。 

［1章］46、50、53、

54、56ページ 

［2章］62、64、69、

72、73ページ 

[編末]76ページ 

・協働的な問題解決活動を通して、科学的なものの見方や考え

方を育み、主体的に社会の形成に参画し、その発展に寄与す

る態度を養うように配慮しました（第３号）。 

・考察場面や発表、話し合い場面など、他者と協働で問題解決

に取り組み、自己の考えを、科学的実証性をもって主張しな

がら、他者の意見を尊重する態度の育成を図りました（第３

号）。 

［1章］54ページ 

［2章］69、71ページ 

・身近な自然とかかわる観察実験や、読み物資料を充実するな

どして、学習活動を通して、生命を愛護し、自然環境を保全

［1章］53ページ 

［2章］72ページ 



 

しようとする態度の育成を図るようにしました（第４号）。 

・日本ならびに世界の生物などの写真に加え、科学史などを多

数掲載し、科学技術が国際社会の平和と発展に貢献している

ことを紹介しました（第５号）。 

［編扉］44、45ページ 

［1章］49、52、55ペー

ジ 

［2章］71ページ 

３編 

ヒトの体の調節 
■1章 ヒトの体を

調節するしくみ 

■2章 免疫のはたらき 

・具体的な観察・実験を通して、自然の事物・現象や科学技術

に対する興味・関心や探究心を高め、科学的に探究する能力

と態度を育成するようにしました（第１号）。 

［編扉］78、79ページ 

［1章］87、97ページ 

［2章］113ページ 

・目的意識や見通しをもって学習活動が行えるよう、『Let’s 

start!』『学習の問い』『やってみよう』などを設け、問題

解決的な学習展開を工夫しました（第２号）。 

・生物学と日常生活や社会、職業との関連を、読み物資料など

で豊富に紹介しました（第２号）。 

［1章］80、86、89、

91、92、96、100、101

ページ 

［2章］106、112、

114、117、118、121

ページ 

[編末]124 ページ 
・協働的な問題解決活動を通して、科学的なものの見方や考え

方を育み、主体的に社会の形成に参画し、その発展に寄与す

る態度を養うように配慮しました（第３号）。 

・考察場面や発表、話し合い場面など、他者と協働で問題解決

に取り組み、自己の考えを、科学的実証性をもって主張しな

がら、他者の意見を尊重する態度の育成を図りました（第３

号）。 

［1章］84、103ページ 

［2章］106ページ 

・身近な自然とかかわる観察実験や、読み物資料を充実するな

どして、学習活動を通して、生命を愛護し、自然環境を保全

しようとする態度の育成を図るようにしました（第４号）。 

［1章］78、79、83、

91、102ページ 

［2章］117、121ページ 

・日本ならびに世界の生物などの写真に加え、科学史などを多

数掲載し、科学技術が国際社会の平和と発展に貢献している

ことを紹介しました（第５号）。 

［1章］80ページ 

［2章］117、121ページ 

４編 
生物の多様性と

生態系 
■1章 植生と遷移 

■2章 生態系と生物の

多様性 

・具体的な観察・実験を通して、自然の事物・現象や科学技術

に対する興味・関心や探究心を高め、科学的に探究する能力

と態度を育成するようにしました（第１号）。 

［1章］133ページ 

［2章］151ページ 

・目的意識や見通しをもって学習活動が行えるよう、『Let’s 

start!』『学習の問い』『やってみよう』などを設け、問題

解決的な学習展開を工夫しました（第２号）。 

・生物学と日常生活や社会、職業との関連を、読み物資料など

で豊富に紹介しました（第２号）。 

［1章］128、129、

130、132、136、138、

144ページ 

［2章］150、153、

154、158、160、162、

163、164、166、167、

169ページ 

[編末]172ページ 

・協働的な問題解決活動を通して、科学的なものの見方や考え

方を育み、主体的に社会の形成に参画し、その発展に寄与す

る態度を養うように配慮しました（第３号）。 

・考察場面や発表、話し合い場面など、他者と協働で問題解決

に取り組み、自己の考えを、科学的実証性をもって主張しな

がら、他者の意見を尊重する態度の育成を図りました（第３

号）。 

［1章］129ページ 

［2章］168ページ 

 

・身近な自然とかかわる観察実験や、読み物資料を充実するな

どして、学習活動を通して、生命を愛護し、自然環境を保全

しようとする態度の育成を図るようにしました（第４号）。 

［編扉］126、127ペー

ジ 

［1章］128、129、

130、142、143、146、

147ページ 

［2章］150～169ペー

ジ 

・日本ならびに世界の生物などの写真に加え、科学史などを多

数掲載し、科学技術が国際社会の平和と発展に貢献している

ことを紹介しました（第５号）。 

［1章］126、127、

128、140、141ページ 

［2章］167、168、169

ページ 

 



 

 

 

3．上記の記載事項以外に特に意を用いた点や特色 

 

・中学校での学習内容とのつながりに配慮し、より学習が深められるよう、「復習」マークを側注に

一目でわかるように示しました（学校教育法第51条1号）。 

→14、22、28、29、34、36、38ページなど 

・項タイトルの横に、重要用語や物質などの英語表記を付記し、ニュースや英語の授業などで耳にす

る生物学に関する英単語に触れられるように配慮しました（学校教育法第51条2号）。 

→15、17、20、23、24、29、30、31、34、37、38ページなど 

・学習内容を基に、日常生活のなかでの応用、生物多様性の保全に関する課題解決について考えさせ

るなど、幅広い視野を養い、持続可能な社会づくりの担い手を育むように配慮しました（学校教育

法第51条3号）。 

→174～177ページなど 

 



別紙様式第５－２号 

編  修  趣  意  書 
（学習指導要領との対照表、配当授業時数表） 

※受理番号 学 校 教 科 種 目 学 年 

106-69 高等学校 理科 生物基礎  

 ※発行者の 
番号・略称 

※教科書の 
記号・番号 ※教 科 書 名 

2・東書 生基 002-902 改訂 新編生物基礎 

 

１．編修上特に意を用いた点や特色 

本教科書は、中学校・生物基礎で学習した内容に基づいて、日常生活や社会との関連を図りながら生物や

生物現象にかかわり、理科の見方・考え方をはたらかせ、見通しをもって観察、実験を行うことなどを通し

て、科学的に探究するために必要な資質・能力を育成することを目指しています。 

（1） 目標及び内容 
① 日常生活や社会との関連を図りながら、生物や生物現象について理解する 

● すべての節の冒頭に『Let’s start!』を配置しました。日常生活や社会とのつながりを実感できる題材

から、学習を開始できるようにしました。 

● 本文内の『コラム』は「日常」や「自然」「科学史」といったさまざまな視点から「生物基礎」との

つながりを紹介しました。 

● 各編の編末には、学習内容に関係する職業に就かれた方へのインタビューや、関連する書籍の紹介

を掲載し、「生物基礎」の学習が社会へつながっていることを示しています。 

● 学習の最後に『結章 生物基礎と未来への行動』を配置し、「生物基礎」の学習内容が社会とつなが

っている例を挙げています。 

② 実習などを行い、基本的な技能と科学的に探究する力を養う 

● 各節の序盤に『実習』を配置することで、冒頭の『Let’s start!』から始まる学習の流れのなかで観察

や実習が行えるようにしました。 

● 『実習』には、必要に応じて『注意マーク』を付記し、安全に実習が行えるように配慮しました。 

● 見通しをもって学習に臨めるよう、各節の冒頭に『？(学習の問い)』を、節の最後に『！(この節

のポイント)』を配置しました。 

● 細胞の観察や DNA の抽出など、基本的な技能が求められる実習は二次元コードから実習映像を視

聴できるようにしました。実習映像を視聴することで、より確かな基本的な技能の取得が可能にな

ります。 

● 『資料から考える』では、『実習』以外でもデータや資料の分析・解釈を行うことを促しています。 

⓷ 生物や生物現象に主体的にかかわり、科学的に探究する態度や、生命を尊重し、自然環境の保全に寄与す

る態度を養う 

● 冒頭の『Let’s start』では、1 つの題材について 4 名のキャラクターが対話を展開することで、自ら

も主体的・対話的に探究する態度を育てます。 



● 学習に関連する『やってみよう』を配置し、生徒が主体的に思考したり、調べたり話し合ったりす

る題材を提示しています。 

● 『結章』では、「生物基礎」での学習内容と自然環境の保全にかかわる内容を掲載しています。  

 

 

 

図書の構成 各編の内容 該当箇所 

１
編 

生
物
の
特
徴 

1 章 

生物の多様性と共通性 

「多様性と共通性」と、「生物の特徴」について学

習します。また、身近な生物を題材とした実習を通

して真核生物、原核生物の細胞の基本的な構造が

同じであることを学習します。 

14～27 

2 章 

生物とエネルギー 

生命活動に必要なエネルギーと代謝について取り

上げ、すべての生物が ATP を利用していることを

学習します。 

28～41 

２
編 

遺
伝
子
と
そ
の
は
た
ら
き  

1 章 

遺伝情報と DNA 

遺伝情報を担う物質としての DNA の構造、ゲノ

ムについて学習します。 
46～61 

2 章 

遺伝情報とタンパク質 

DNA の遺伝情報に基づいてタンパク質が合成さ

れることを学習します。 
62～75 

３
編 

ヒ
ト
の
体
の
調
節  

1 章  

ヒトの体を調節するしくみ 

神経系と内分泌系によって、ヒトの恒常性が支え

られていることを学習します。 
80～105 

2 章 

免疫のはたらき 

免疫とそれにかかわる細胞のはたらきについて学

習します。身近な疾患の例として、アレルギーや

AIDS などを扱っています。 

106～123 

４
編 

生
物
の
多
様
性
と
生
態
系 

1 章  

植生と遷移 

陸上にはさまざまな植生がみられ、植生は長期的

に移り変わっていくことを学習します。 

また、現存するバイオームは、遷移を経て成立して

いることを学習します。 

128～149 

2 章 

生態系と生物の多様性 

生態系における種多様性について学習します。ま

た、生態系のバランス、生態系の保全の重要性につ

いて学習します。 

150～171 

結 

章 生物基礎と未来への行動 
「生物基礎」で学習したことを、これからの生活に

どのようにつなげていくかを考えます。 
174～177 

  



（2） 内容の特色と構成 

① 組織・配列・構成 

● 高等学校理科学習指導要領「生物基礎」の「目標」「内容」及び「内容の取扱い」に示された事項の

すべてについて、過不足なく取り上げました。 

● 中学校までの学習と関連づけながら学習できるように、巻頭に『チェック 中学理科』を設けるとと

もに、関係する学習内容の脇に『復習』を設けています。 

● 各節に、『学習の問い（？マーク）』と『この節のポイント（！マーク）』を設け、見通しをもって

主要な概念を学習できるように配慮しました。 

● 『コラム』は、掲載内容によって【日常】【学習】【科学史】【医療】【自然】などに分類し、それぞ

れの視点から学習内容を深められるようにしています。 

● 各章末には、生徒が自ら学習内容を振り返り、理解度を確認するための『まとめ』を設けました。 

② 表記・表現 

● 平易な文章で、わかりやすく、丁寧な記述を心がけるとともに、学習内容に関連する適切な図版と

資料性の高い写真を掲載し、生徒の関心・意欲を高めるようにしました。 

● 項タイトル部分に、その項で学習する重要な用語の英訳を示しました。 

⓷ 印刷・造本上の工夫 

● 製本には針金を使用せず、接着剤で製本することで、リサイクル性を重視しました。 

● 用紙には再生紙を用いるとともに、植物油インキで印刷しました。 

● レイアウト・図版の色づかいなど、ユニバーサルデザインに配慮して編修しました。また、フォン

トも読みやすいユニバーサルデザインフォントを使用しました。 

④ 教科書を補完する指導書の工夫 

● 授業展開例、学習目標・評価規準などがわかりやすく整理された教師用指導書を発行します。指導

書付属の動画コンテンツ、ワークシート、デジタル板書などの豊富なデジタルコンテンツが、ICT 教

育の充実をサポートします。 

 

  



２．対照表 

 

図書の構成・内容 該当箇所 学習指導要領の内容 
配当 

時数 

顕微鏡の使い方 8～9 
内容(1)ア(ア)○ア  

内容の取扱い(1)ア、イ 
1 

１編 

生物の特徴 

１章 生物の多様性と共通性 14～27 

内容(1)ア(ア)㋐、(1)イ 

内容の取扱い(1)ア、(1)ウ、

（2）ア 

9 

２章 生物とエネルギー 28～41 
内容(1)ア(ア)㋑、(1)イ 

内容の取扱い(1)ア、（2）ア 
6 

２編 

遺伝子とそのはたらき 

１章 遺伝情報と DNA 46～61 
内容(1)ア(イ)㋐ 

内容の取扱い(1)ア、（2）ア 
8 

２章 遺伝情報とタンパク質 62～75 
内容(1)ア(イ)㋑ 

内容の取扱い(1)ア、（2）ア 
8 

３編 

ヒトの体の調節 

 

１章 ヒトの体を調節するしくみ 80～105 

内容(2)ア(ア)、(2)イ 

内容の取扱い(1)ア、(1)イ

（2）イ 

8 

２章 免疫のはたらき 106～123 

内容(2)ア(イ) 

内容の取扱い(1)ア、(1)イ

（2）イ 

6 

４編 

生物の多様性と生態系 

１章 植生と遷移 128～149 

内容(3)ア(ア)、(3)イ 

内容の取扱い(1)ア、(1)イ

（2）ウ 

8 

２章 生態系と生物の多様性 150～171 

内容(3)ア(イ)、(3)イ 

内容の取扱い(1)ア、(1)イ（2）

ウ 

8 

結章 生物基礎と未来への行動 174～177 

内容(1)ア(ア)○ア ○イ 、(1)ア

(イ)○ア ○イ 、(1)イ 

(2)ア(ア)○ア ○イ 、(2)イ 

(3)ア(ア)○ア 、(3)ア(イ)○ア

○イ 、(3)イ 

内容の取扱い(1)ア、(1)イ 

4 

探究活動の進め方 

生物基礎重要用語一覧 
186～194 

内容(1)アイ、(2)アイ、(3)ア

イ 

内容の取扱い(1)ア、(1)イ 

4 

 計 70 

 

 



 

別紙様式第５－３号 
   

編  修  趣  意  書 

（発展的な学習内容の記述） 
  

※受理番号 学 校 教 科 種 目 学 年 

106-69 高等学校 理科 生物基礎  

※発行者の
番号・略称 

※教科書の 
記号・番号 

※教 科 書 名 

2・東書 生基 002-902 改訂 新編生物基礎 

 

ページ 記   述 類型 
関連する学習指導要領の内容や

内容の取扱いに示す事項 
ページ数 

17 

25 

34 

35 

37 

38 

39 

46 

59 

63 

66 

66 

67 

70 

85 

111 

115 

119 

153 

156 

分子系統樹 

電子顕微鏡で明らかになった真核細胞の構造 

酵素の立体構造 

最適温度と最適pH 

ミトコンドリアの構造とはたらき 

葉緑体の構造とはたらき 

細胞内共生説 

核酸 

細胞周期とがん 

タンパク質の構造 

スプライシング 

アミノ酸の構造と種類 

デオキシリボースとリボース 

転写・翻訳のしくみ 

血液凝固と線溶にはたらく酵素 

情報伝達を担う物質 

抗体の構造 

花粉症の起こるしくみ 

生物の多様性の3つの視点 

生態ピラミッドと生態系における物質収支 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

内容(1)ア(ア)㋐ 

内容(1)ア(ア)㋐ 

内容(1)ア(ア)㋑ 

内容(1)ア(ア)㋑ 

内容(1)ア(ア)㋑ 

内容(1)ア(ア)㋑ 

内容(1)ア(ア)㋑ 

内容(1)ア(イ)㋐ 

内容(1)ア(イ)㋐ 

内容(1)ア(イ)㋑ 

内容(1)ア(イ)㋑ 

内容(1)ア(イ)㋑ 

内容(1)ア(イ)㋑ 

内容(1)ア(イ)㋑ 

内容(2)ア(ア)㋑ 

内容(2)ア(イ)㋐ 

内容(2)ア(イ)㋐ 

内容(2)ア(イ)㋐ 

内容(3)ア(イ)㋐ 

内容(3)ア(イ)㋐ 

0.5 

0.5 

0.5 

1 

0.5 

0.5 

1 

0.25 

0.5 

0.25 

0.25 

0.5 

0.5 

1 

0.5 

0.75 

0.5 

0.75 

0.5 

0.5 

合 計 11.25 
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